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第4回定例会（令和６年12月5日～16日）
◆可決した条例、補正予算など

◆こども向け「おしえてしぎかい」

◆一般質問

◆複合施設整備特別委員会中間報告

撮影地：北一已駅付近の踏切
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6～13P

・・・・・・・・・・・・・・・・・14P
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※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、補正予算、議員発議、決議以外のものを付議事件と
　　　　　　しています。

議
員
個
人
の
請
負
状
況
の
透
明
性
を
確
保

条　例

11件
補正予算※

3件
議員発議

1件
決　議

1件
付議事件※

4件 定例会
第４回

Pick Up
議員発議

全
会
一
致

　地方自治体の議員個人が、その自治体に対して請負をすることは地方自治法で禁止されて
いましたが、地方議員の成り手不足への対応のため、その規制が緩和され、各会計年度にお
いて３００万円を超えない範囲であれば議員個人による自治体に対する請負が可能となりま
した。
　そこで深川市議会では、請負の状況の透明性を確保し、議会の運営の公正及び事務の執行
の適正を図るため、深川市議会議員の請負の状況の公表に関する条例を制定しました。

・議員は毎年６月中に、前年度における深川市に対する請負内容（下記①～④）を
議長に報告しなければなりません
　①対象とする役務・物件等　②契約締結日　③契約金額
　④前年度において受けた支払いの総額
・本条例は令和６年度における請負から適用され、７年度からホームページ等で請
負状況を公表します
・議長は報告書を５年間保存し、報告の一覧を作成・公表しなければなりません
・どなたでも議長に対して、報告書の閲覧や写しの交付を請求できます

深川市議会議員の請負の状況の公表に関する
条例を制定

Pick Up
委員会設置の決議

全
会
一
致

■委 員 長　北　村　　　薫
■副委員長　田　畑　陽　美
■委　　員　村　上　　　誠

新　田　　　旺
山　本　時　雄
佐々木　一　夫

　現行の第２期深川市まち・ひと・しごと創生総
合戦略に対しては、令和元年度の計画策定作業や
その後の効果検証において、深川市議会でも十分
な審議が行われてきた経過があり、今後予定され
ている（仮称）第３期深川市まち・ひと・しごと
創生総合戦略の策定に当たっても、幅広く必要な
調査を行っていく必要があるため、第４回定例会
初日の令和６年12月５日に、地方創生特別委員会
を設置しました。

地方創生特別委員会を設置

条例の主な内容

【
条
　
例
】

市
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
案
件
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

議決結果

第４回
定例会

特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例について ○ 可決○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）

伊
藤
美
恵
子

新
田　
　
旺

有
働　
正
夫

村
上　
　
誠

松
原
や
す
子

佐
々
木
一
夫

大
前　
昭
代

田
畑　
陽
美

北
村　
　
薫

近
沢　
弘
幸

鶴
岡　
恵
司

宮
澤　
孝
司

松
本　
雅
祐

山
本　
時
雄

果
結
決
議

▼

※賛成＝○、反対＝●、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

■
深
川
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
北
空
知
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
を
担
う
市
立
病
院
で
は
、
今
後
を
見
据
え
た
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
日
常
生
活
に
応
じ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
自
立
の
促
進
、
利
用

者
と
そ
の
家
族
の
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
支
援

を
行
う
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
令
和

７
年
１
月
よ
り
開
始
す
る
も
の
で
す
。

■
深
川
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
10
年
４
月
の

改
定
以
降
、
26
年
間
に
わ
た
り
据
え
置
い
て
き
ま
し

た
が
、
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
５
年

間
の
下
水
道
事
業
の
収
支
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
、

物
価
高
騰
等
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
加
、
人
口
減

少
に
伴
う
使
用
料
収
入
の
減
少
に
よ
り
欠
損
金
が
増

加
し
、
現
状
の
使
用
料
を
継
続
す
る
と
事
業
の
継
続

が
困
難
で
あ
り
、
深
川
市
上
下
水
道
経
営
審
議
会
か

ら
も
使
用
料
を
約
25
％
引
き
上
げ
る
改
定
が
必
要
で

あ
る
と
の
答
申
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
使
用
料
を
令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、
一
般
用
は
、
基
本
使
用
料

８
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
税
込
み
１
８
３
７
円
、
超
過

使
用
料
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
税
込
み
２
４
２
円

に
、
浴
場
用
は
、
基
本
使
用
料
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
税
込
み
45
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
の
施
設
修
繕
等
に
お

い
て
、
市
の
派
遣
職
員
が
、
法
令
等
の
規
定
に
反
す

る
不
適
切
な
事
務
処
理
を
行
い
、
多
額
な
施
工
代
金

の
未
払
い
を
生
じ
さ
せ
、
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
代

金
を
賠
償
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
態
を
重
大
な
も
の
と
受
け
と
め
、
組
合
長
で

あ
る
市
長
の
給
料
月
額
の
10
％
を
令
和
７
年
１
月
１

日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
の
２
か
月
間
、
減
額
す
る
も

の
で
す
。

【意見書】
内閣総理大臣など
に送付しました。

■将来に希望が持てる次期食料・農業・農村基本計画の改定と現場
に寄り添った農業政策の実現を求める意見書
■選択的夫婦別姓制度の法制化を早期に求める意見書

全
会
一
致

深
川
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会
一
致

全
会
一
致

賛
成
多
数
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　小学校などでは学級会を開いて、クラス全員で話し合
い、ルールを決めることがあると思います。私たちが住
んでいる深川市をもっと住みやすい町にしていくために、
市民みんなで集まって話し合うことが理想ですが、それ
はとても大変です。
　そこで、18歳以上の市民の投票により、市民の代表者
として市議会議員を選挙で選びます。深川市には14人の
市議会議員がいますが、その選ばれた市議会議員が集ま
って話し合いをするところが市議会です。

しょうがっこう

き

ふ か が わ し す まち

し み ん

たいへん

あつ はな あ り そ う

し み ん とうひょう だいひょうしゃさ い い じ ょ う

し ぎ か い ぎ い ん えら し ぎ か い ぎ い ん あつ

はな あ し ぎ か い

し ぎ か い ぎ い ん せんきょ えら ふ か が わ し にん

おも わたし す

がっきゅうかい ひら ぜ ん い ん はな あ

＃こども向けページ
＼ おしえてしぎかい ／

今号では、深川市議会についてこどもにも分かりやすく説明します 
こ ん ご う わふ か が わ し ぎ か い せ つ め い

　小学校などでは学級会を開いて、クラス全員で話し合
い、ルールを決めることがあると思います。私たちが住
んでいる深川市をもっと住みやすい町にしていくために、
市民みんなで集まって話し合うことが理想ですが、それ
はとても大変です。
　そこで、18歳以上の市民の投票により、市民の代表者
として市議会議員を選挙で選びます。深川市には14人の
市議会議員がいますが、その選ばれた市議会議員が集ま
って話し合いをするところが市議会です。

しょうがっこう

き

ふ か が わ し す まち

し み ん

たいへん

あつ はな あ り そ う

し み ん とうひょう だいひょうしゃさ い い じ ょ う

し ぎ か い ぎ い ん えら し ぎ か い ぎ い ん あつ

はな あ し ぎ か い

し ぎ か い ぎ い ん せんきょ えら ふ か が わ し にん

おも わたし す

がっきゅうかい ひら ぜ ん い ん はな あ

近 沢 弘 幸  議長
ちか さわ ひろ ゆき

ぎちょう近 沢 弘 幸  議長
ちか さわ ひろ ゆき

ぎちょう

２
月
６
日
（
木
）

市
議
会

市
民

代
表

市
長

提
案

市

金

使

方

話

合

決
定

議
決
機
関

例

新

公
園

造

学
校

設
備

話

合

決
定

市
議
会
議
員

仕
事

決
め
る

き

市

守

条
例

決
め
ま
す

き

金

使

方

決

市

金

予
算

使

方

決

例

学
校

修
理
費

市

仕
事

市
長

市

職
員

仕
事

金

正

使

市
民

声

聴

市
民

意
見

要
望

聴

実
現

方
法

市
議
会

話

合

市民・市長・市議会の関係
しちょうし み ん し ぎ か い かんけい

／＼

深川市民
ふ か が わ し み ん

深川市長（市役所）
ふかがわしちょう し や く し ょ

深川市議会
ふ か が わ し ぎ か い

●選挙で議員を選ぶ
せんきょ ぎ い ん えら

●市のルールやお金の使い方
　を提案する

し

ていあん

かね つか かた

●市のルールやお金の使い方
　を決める
●市民の声を伝える

し

し み ん こえ つた

き

かね つか かた

●市民の声
　を聴く

し み ん こえ

き
●市民のために
　仕事をする

し み ん

し ご と

●選挙で市長を選ぶ
せんきょ しちょう えら
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一　般　質　問一　般　質　問

　第４回定例会で行った９人の議員の一般質問を紹
介します。掲載しきれなかったほかの質問は、深川
市議会YouTubeチャンネルや一般質問通告表で御覧
いただけます。

質問した事項

■ 有働　正夫 議員…06
・小学校への農業科の導入は
・農業での外国人材の働き方について

■ 大前　昭代 議員…07
・上下水道管の耐震化状況は
・ＩＣＴ教育の情報セキュリティーは

■ 村上　　誠 議員…08
・増収増益技術の導入支援を
・国内外企業のさらなる誘致の促進を

■ 山本　時雄 議員…08
・ふるさと納税について
・財政運営の経過と今後の見通しは

■ 田畑　陽美 議員…09
・地域の支え合いについて
・こども食堂への支援と連携の考えは

■ 新田　　旺 議員…10
・エキノコックス症の対策を
・習い事などに通う移動手段の確保を

■ 宮澤　孝司 議員…10
・部活動の地域移行について
・キャッシュレスによる消費喚起策は

■ 佐々木一夫 議員…11
・資格確認書の交付について
・マイナ保険証の解除方法と市民周知

■ 伊藤美恵子 議員…12
・子育て支援策の評価と今後
・乳幼児期における読書活動の推進を

小
学
校
へ
の
農
業
科
の
導
入
は

農
業
学
習
の
内
容
充
実
を
検
討

農業分野におけ
る外国人材の受
入れ：北海道HP

農業体験学習の様子

う　どうまさ お

「公政クラブ」
有働正夫  議員

　
　
近
年
、
自
然
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
上
下
水
道
管

の
老
朽
化
と
耐
震
性
の
低
さ

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
耐

震
性
の
高
い
上
下
水
道
管
へ

の
更
新
や
対
策
強
化
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
の
耐
震
化
の
状
況

を
伺
う
。

　
　
上
水
道
施
設
の
耐
震
化

率
は
、
送
水
管
な
ど
基
幹
管

路
で
43
・
５
％
、
管
路
全
体

に
対
し
て
約
６
%
が
実
施
済

み
で
、
北
空
知
広
域
水
道
企

業
団
に
お
い
て
も
施
設
の
耐

震
化
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。下
水
道
施
設
は
、

耐
震
設
計
を
必
要
と
さ
れ
な

か
っ
た
平
成
９
年
度
以
前
に

布
設
し
た
管
渠
が
多
く
、
耐

震
化
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理

棟
は
耐
震
化
を
行
っ
て
お
り
、

近
年
は
無
電
柱
化
事
業
な
ど

と
連
携
し
効
率
的
か
つ
経
済

的
に
耐
震
管
路
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　
全
国
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が

推
進
さ
れ
る
中
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が
十
分
で

は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。

児
童
生
徒
の
個
人
情
報
を
守

る
た
め
、
国
の
支
援
制
度
を

活
用
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
を
強
化
す
る
考
え

を
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
市
全
体
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ

シ
ー
を
策
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
４
月
の
改
正

に
よ
り
教
育
委
員
会
が
対
象

か
ら
外
れ
、現
在
、教
育
委
員

会
に
お
い
て
教
育
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

支
援
事
業
の
活
用
も
検
討
し
、

策
定
後
は
、
本
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
い
た
対
策
の
実
施
や
適

宜
見
直
し
を
行
い
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
が
安
心
で
き
る

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
　
福
島
県
喜
多
方
市
の
小

学
校
で
は
、
全
国
初
と
な
る

農
業
科
が
導
入
さ
れ
、
農
作

物
の
栽
培
を
通
じ
て
様
々
な

学
び
が
得
ら
れ
て
い
る
。
地

域
の
農
業
を
守
る
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
市
内
の
小
学
校

に
農
業
科
を
導
入
す
る
考
え

を
伺
う
。

　
　
小
学
校
の
教
育
課
程
で

は
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
の

間
に
設
け
ら
れ
る
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業

体
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
年

間
の
授
業
時
間
は
、
学
校
や

学
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
多
く
の
時
間
を
農
業
学

習
に
充
て
て
い
ま
す
。
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

持
続
し
て
い
く
た
め
、
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
農
業
に

関
す
る
体
験
や
学
習
の
重
要

性
を
認
識
し
、
市
民
へ
の
周

知
方
法
や
内
容
の
充
実
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
農
繁
期
の
人
手
不
足
は

深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
外
国

人
材
の
受
入
れ
が
有
効
だ
と

考
え
る
が
、
北
海
道
で
は
通

年
雇
用
が
難
し
い
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
産
地
間
人
材
リ

レ
ー
の
取
組
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
深
川
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
本
市
は
労
働
力
不
足
対

策
と
し
て
、
農
業
団
体
と
連

携
し
雇
用
就
農
対
策
や
１
日

農
業
ア
ル
バ
イ
ト
の
取
組
に

対
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
対
策

と
し
て
、
外
国
人
材
の
活
用

を
含
め
た
、
労
働
力
確
保
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
外

国
人
材
の
冬
期
雇
用
の
課
題

な
ど
を
解
消
で
き
る
産
地
間

人
材
リ
レ
ー
は
、
非
常
に
有

効
な
取
組
だ
と
考
え
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
取
組
の
可
能
性
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

農
業
で
の
外
国
人
材

の
働
き
方
に
つ
い
て

上
下
水
道
管
の
耐
震
化
状
況
は

効
率
的
に
耐
震
管
路
を
整
備
中

ＩＣＴを活用し
た教育の推進：
市HP

タブレット端末を活用し
た授業風景　　　　　　

おおまえあき よ

「民主クラブ」
大前昭代  議員
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

寄
附
金
額
は
前
年
度
の
約
２
倍

ふるさと納税は
こちら：市HP

ふるさと納税ＰＲチラシ

やまもととき お

「令和公明クラブ」
山本時雄  議員

国
内
外
企
業
の
さ
ら

な
る
誘
致
の
促
進
を

　
　
離
農
者
数
を
抑
え
、
新

規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
に

は
増
収
増
益
技
術
が
必
要
で

あ
る
。
新
技
術
の
導
入
に
は

リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

試
験
的
な
導
入
に
対
し
て
、

市
か
ら
の
支
援
が
重
要
と
捉

え
て
い
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
新
技
術
の
試
験
導
入
は
、

効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
、
生
産
者
に
と
っ

て
は
非
常
に
リ
ス
ク
が
あ
る

取
組
と
考
え
ま
す
が
、
生
産

者
の
所
得
増
大
に
よ
る
経
営

の
安
定
な
ど
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
本
市
農
業
の
持

続
的
発
展
を
図
る
上
で
、
非

常
に
重
要
な
取
組
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
技

術
の
導
入
を
市
が
後
押
し
で

き
る
よ
う
、
生
産
者
の
希
望

に
応
じ
て
、
試
験
事
例
等
の

調
査
、
農
業
セ
ン
タ
ー
等
に

お
け
る
試
験
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
若
者
の
人
口
を
増
や
す

た
め
に
は
、
就
職
先
の
確
保

が
必
須
で
あ
り
、本
市
で
は
、

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
外
国
企
業
の
誘
致
も
視

野
に
入
れ
た
環
境
整
備
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
深
川
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
、
外
国

人
と
市
民
と
の
交
流
事
業
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

深
川
観
光
協
会
と
連
携
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
、

看
板
等
の
外
国
語
表
記
の
整

備
も
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
外
国
企
業
の
誘

致
や
市
内
で
生
活
し
て
い
る

外
国
人
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
既

に
進
出
さ
れ
て
い
る
企
業
か

ら
も
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
な

ど
し
、
引
き
続
き
国
内
外
の

企
業
に
対
し
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

増
収
増
益
技
術
の
導
入
支
援
を

新
技
術
導
入
支
援
を
検
討
す
る

企業立地の御案
内：市HP

市農業センターのスマー
ト農業機械　　　　　　

むらかみ まこと

「公政クラブ」
村上　誠  議員

　
　
深
川
市
生
活
支
援
協
議

会
が
主
催
す
る
研
修
会
に
参

加
し
た
際
、
地
域
の
支
え
合

い
活
動
に
効
果
的
な
様
々
な

意
見
等
が
出
さ
れ
て
い
た
。

研
修
会
で
市
民
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
等
を
、
市
政
に
ど
の

よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

　
　
地
域
支
え
合
い
活
動
に

つ
い
て
は
、
調
査
活
動
モ
デ

ル
地
区
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
の
座
談
会
や
全

市
的
な
研
修
会
を
開
催
し
て

お
り
、
モ
デ
ル
地
区
の
座
談

会
で
多
く
出
さ
れ
た
「
買
い

物
に
困
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
」「
バ
ス
の
乗
り
方
を
体

験
し
た
い
」
と
い
う
意
見
を

踏
ま
え
、
バ
ス
を
利
用
し
た

買
い
物
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
研
修
会
等

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
地
域
に
合
っ

た
方
法
で
支
え
合
い
活
動
が

展
開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
　
本
市
は
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
食

育
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
連
携
か
ら
、
こ
ど
も

食
堂
の
活
動
を
支
え
る
環
境

整
備
が
期
待
さ
れ
る
。
本
市

に
お
け
る
、
こ
ど
も
食
堂
と

の
連
携
の
考
え
と
支
援
状
況

を
伺
う
。

　
　
お
い
し
い
朝
食
を
み
ん

な
で
食
べ
る
取
組
を
進
め
る

「
深
川
子
ど
も
未
来
食
堂
」

が
民
間
団
体
に
よ
り
開
設
さ

れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の

取
組
は
、
子
供
の
居
場
所
に

な
り
得
る
新
た
な
試
み
で
あ

り
ま
す
。
子
供
が
生
き
て
い

く
上
で
居
場
所
が
あ
る
こ
と

は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
全

て
の
子
供
が
様
々
な
学
び
や

体
験
活
動
な
ど
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
多
様
な
居
場
所

づ
く
り
に
対
し
て
、
市
と
し

て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
政
運
営
の
財
源
と
な

る
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
令

和
６
年
度
に
は
２
回
の
補
正

予
算
が
組
ま
れ
、
寄
附
額
が

10
億
円
を
超
え
て
い
る
。
ま

た
、
寄
附
件
数
も
増
加
し
て

い
る
が
、
令
和
６
年
10
月
末

現
在
の
寄
附
状
況
と
今
後
の

見
通
し
を
伺
う
。

　
　
10
月
末
時
点
で
、
寄
附

金
額
は
前
年
度
最
終
実
績
の

約
２
倍
と
な
る
12
億
３
０
０

０
万
円
に
達
し
て
お
り
、
返

礼
品
の
主
力
で
あ
る
お
米
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
や
新
規
寄
附
者

の
獲
得
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
お
米
が
高
値
で
推
移

し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
今

後
の
寄
附
を
見
通
す
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
現
在
も
順

調
に
寄
附
申
込
み
を
受
け
付

け
て
お
り
、
12
月
は
寄
附
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

も
、
道
内
外
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

活
動
に
引
き
続
き
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
　
田
中
市
政
１
期
目
の
前

半
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
物
価
高
騰
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
続
く

中
、
市
民
か
ら
は
財
政
運
営

に
対
す
る
不
安
の
声
が
聞
か

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
財
政
運

営
の
経
過
と
今
後
の
見
通
し

を
伺
う
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調

な
一
方
で
、
財
政
調
整
基
金

は
、
残
高
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
物
価
高
騰
等
へ
の
対
応

で
一
時
的
な
繰
入
れ
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

本
来
の
目
的
で
あ
る
災
害
等

に
備
え
る
た
め
、
適
正
な
規

模
を
維
持
す
る
た
め
の
財
政

運
営
が
必
要
で
す
。
今
後
も

市
長
会
な
ど
を
通
じ
た
国
へ

の
要
請
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
収
入
確
保
を
さ
ら
に

進
め
、
人
口
動
態
を
踏
ま
え

前
向
き
な
事
業
の
選
択
等
に

取
り
組
み
、
引
き
続
き
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

地
域
の
支
え
合
い
に
つ
い
て

研
修
会
を
通
じ
ニ
ー
ズ
を
把
握

深川子ども未来
食堂：深川市社
会福祉協議会HP

深川子ども未来食堂の様子

た ばたはる み

「民主クラブ」
田畑陽美  議員

こ
ど
も
食
堂
へ
の
支

援
と
連
携
の
考
え
は

財
政
運
営
の
経
過
と

今
後
の
見
通
し
は



No.259 1003 No.25911

一　般　質　問一　般　質　問

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

必
要
な
調
査
研
究
に
取
り
組
む

部活動の地域移
行へ向けた取組
：市HP

キャッシュレス決済のイ
メージ　　　　　　　　

みやざわたかし

「令和公明クラブ」
宮澤孝司  議員

習
い
事
な
ど
に
通
う

移
動
手
段
の
確
保
を

　
　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の

感
染
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、

小
学
生
な
ど
に
対
す
る
危
険

性
の
周
知
や
キ
ツ
ネ
の
検
体

調
査
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
駆
虫
薬
の
散

布
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の

感
染
状
況
は
、
北
海
道
が
疫

学
調
査
と
し
て
観
測
定
点
を

設
定
し
、
キ
ツ
ネ
の
死
体
な

ど
を
検
査
し
調
査
し
て
お
り
、

近
年
の
道
内
に
お
け
る
感
染

率
は
40
％
前
後
で
推
移
し
て

い
る
状
況
で
す
。
現
状
、
市

内
で
は
感
染
者
が
発
生
し
て

お
ら
ず
、
早
急
に
駆
虫
薬
を

散
布
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
の
感
染
者
の
状
況
や
キ
ツ

ネ
の
出
没
頻
度
な
ど
の
状
況

を
見
極
め
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

や
習
い
事
に
通
う
子
供
の
送

迎
は
、
共
働
き
な
ど
を
理
由

に
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
送
の
導
入
な

ど
、
市
と
し
て
、
移
動
手
段

の
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
習
い
事
な
ど
の
多
様
な

利
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

利
便
性
の
高
い
移
動
手
段
の

確
保
は
大
変
重
要
だ
と
認
識

し
、
時
代
に
合
っ
た
公
共
交

通
の
利
便
性
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て

と
て
も
大
切
な
事
と
捉
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
交
通
事
業

者
等
と
と
も
に
現
状
と
課
題

の
把
握
に
努
め
、
国
の
地
域

活
性
化
起
業
人
制
度
の
活
用

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
新
た

な
デ
マ
ン
ド
交
通
を
検
討
す

る
な
ど
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
維
持

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
対
策
を

感
染
状
況
を
見
極
め
対
応
検
討

エキノコックス症
の感染を予防しま
しょう：市HP

にっ た あきら

「民主クラブ」
新田　旺  議員

　
　
資
格
確
認
書
と
健
康
保

険
証
は
実
質
的
に
同
じ
も
の

で
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
た
な
い
市
民
だ
け
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
毎
年
、
少
な
く

と
も
５
年
間
は
、
資
格
確
認

書
が
郵
送
さ
れ
て
く
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
が
、
い
か
が

か
。
　
　
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録

し
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、

現
行
の
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
が
到
来
す
る
前
の
令
和

７
年
７
月
に
、
本
人
が
申
請

す
る
こ
と
な
く
資
格
確
認
書

を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
登
録
し
て
い
な
い
方

に
対
し
て
は
、
毎
年
送
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
令
和
６
年
10
月
28
日
よ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

登
録
を
解
除
し
、
健
康
保
険

証
と
同
様
の
機
能
の
資
格
確

認
書
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
制
度
変
更
と

マ
イ
ナ
保
険
証
の
解
除
方
法

に
関
す
る
市
民
周
知
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
登
録
の

解
除
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
の
利
用
登

録
を
解
除
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
解
除
の
際
、
有
効
な
健

康
保
険
証
を
所
有
し
て
い
な

い
方
に
は
資
格
確
認
書
を
交

付
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
の
利

用
登
録
の
解
除
に
係
る
周
知

に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
今

後
、
市
の
広
報
紙
へ
掲
載
す

る
な
ど
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
北
空
知
１
市
４
町
及
び

雨
竜
町
が
連
携
し
、
部
活
動

の
地
域
移
行
に
向
け
た
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
。
指
導
者

の
確
保
や
活
動
場
所
へ
の
移

動
手
段
、
各
種
費
用
負
担
な

ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
現
在

の
取
組
状
況
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
１
市
５
町
の
代
表
者
に

よ
る
広
域
連
携
検
討
会
議
を

令
和
６
年
11
月
21
日
に
開
催

し
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
、
引
き
続
き
必
要
な

調
査
研
究
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
国
は
当

初
、
休
日
の
部
活
動
の
地
域

移
行
を
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
達
成
す
る
案
を
示
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
可
能
な
限
り
早
期

実
現
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を

示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
て
お
り
、
こ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
基
本
に
様
々
な
協

議
・
研
究
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
普
及
に
よ
り
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
ア
プ
リ
対
応
、
紙

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
代

わ
る
新
た
な
プ
レ
ミ
ア
ム
事

業
に
取
り
組
む
自
治
体
も
増

え
て
い
る
。
関
係
団
体
と
連

携
し
た
今
後
の
取
組
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
関
係
団
体
等
か
ら
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
や
商
品
券
事
業

等
を
含
め
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
向
け
た
要
請
を
受
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ら
は
店
舗
と
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
が
合
致
し
て
初
め
て

成
功
に
結
び
付
く
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
に

お
け
る
調
整
や
合
意
形
成
が

大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
ず
は
関
係
団
体
で

し
っ
か
り
情
報
共
有
を
図
り
、

検
討
を
進
め
る
中
で
、
機
運

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

資
格
確
認
書
の
交
付
に
つ
い
て

保
険
証
未
所
有
者
へ
毎
年
送
付

紙の健康保険証
の発行が終了：
市HP

資格確認書のイメージ

さ　さ　き かず お

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に

よ
る
消
費
喚
起
策
は

マ
イ
ナ
保
険
証
の
解

除
方
法
と
市
民
周
知
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一　般　質　問

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

　
　
保
育
料
の
軽
減
や
給
食

費
の
支
援
な
ど
、
市
が
独
自

に
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て

支
援
施
策
に
対
す
る
自
己
評

価
と
、
今
後
優
先
的
に
進
め

て
い
く
べ
き
少
子
化
対
策
や

子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
っ
た

支
援
施
策
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
が
全
国
は
１
・
20
、

北
海
道
は
１
・
06
と
過
去
最

低
値
を
記
録
す
る
中
、
深
川

市
は
１
・
28
で
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、

全
国
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
本
市
の
子
育
て
支
援

施
策
の
効
果
が
出
し
切
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
住
民
認
知
度
を
上

げ
て
い
く
た
め
の
取
組
と
し

て
子
育
て
の
社
会
化
を
推
進

し
、
現
在
の
子
育
て
支
援
の

取
組
を
維
持
・
継
続
し
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
展

開
や
拡
充
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
乳
幼
児
期
か
ら
本
に
親

し
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
加
え
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う

黄
金
期
で
あ
る
３
歳
児
に
対

し
て
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
事
業

に
取
り
組
む
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
本
市
で
は
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
と
し
て
、
生
後
７

か
月
の
乳
児
に
布
絵
本
を
贈

呈
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

か
ら
５
年
度
ま
で
に
２
９
４

冊
の
布
絵
本
を
贈
呈
し
、
全

般
的
に
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
セ
カ

ン
ド
事
業
は
全
国
の
多
く
の

自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
、
本

市
も
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
事
業

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
対
象
と
す
る
年

齢
や
選
書
、
経
費
等
に
つ
い

て
検
討
し
、
早
期
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
の
評
価
と
今
後

認
知
度
向
上
へ
取
組
を
継
続

深川市子どもの
読書活動推進計
画：市HP

ブックスタート事業で贈
呈される布絵本　　　　

い とう み　え　こ

「民主クラブ」
伊藤美恵子  議員

乳
幼
児
期
に
お
け
る

読
書
活
動
の
推
進
を

■有働　正夫 議員
・交換留学について
・市職員の定着促進について

■大前　昭代 議員
・産前・産後のママさんサポートについて
・公共交通について

■村上　　誠 議員
・地球温暖化対策について
・ＪＲ留萌本線跡地について

■山本　時雄 議員
・車両センターについて
・福祉除雪について

■田畑　陽美 議員
・消費生活の現状と取組状況について
・ファミリーシップ制度等について

■宮澤　孝司 議員
・地域の経済状況について
・年収の壁引上げについて

■佐々木一夫 議員
・道の駅テナントの応募書類について
・職員労働組合事務所の使用許可について
・複合施設設計のコスト意識について
・市内の解体工事業者の優先請負について
・空き家の解体とリノベーションについて
・市内小学校の統合の推進について

■伊藤美恵子 議員
・侵入強盗への防犯対策について
・会計年度任用職員の雇用待遇改善について
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

　令和６年第４回定例会では、教育
や部活動、子育て支援など、子供に
関する一般質問が多くあり、議員の関心の高さ
が表れていました。このような市議会を子供た
ちに少しでも知ってもらえるよう、本号では、
こども向け「おしえてしぎかい」のページを設
けました。深川の将来を担う子供たちに見てい
ただき、興味を持って欲しいと思います。市議
会を間近で見ることもできますので、傍聴にぜ
ひお越しください。
　　　　　　　　　広報編集委員　村上　　誠

編 集 後 記問合先：深川市議会事務局内

第４回（令和６年10月28日）　基本設計策定後の経過等及び実施
　　　　　　　　　　　　　　設計について調査
第５回（令和６年11月22日）　公民館利用サークル説明会の結果、
　　　　　　　　　　　　　　最終的な実施設計を確認し、中間
　　　　　　　　　　　　　　報告を行うことを決定

３つの基本機能を備える複合施設
　①　中央公民館の「生涯学習機能」
　②　バスターミナルの「交通機能」
　③　まちなかのにぎわいを創出する
　　　「交流機能」

～委員会での主な調査経過（令和６年10月以降）～

宮澤複合施設整備
特別委員長

複合施設整備特別委員会
深川駅周辺複合施設建設実施設計を了承

　複合施設整備特別委員会では、令和６年第２回定例会において、基本設計についての調査
結果の中間報告を行った以降、その基本設計を基とした複合施設の実施設計の内容について
２回の委員会を開催し調査を行いました。
　委員会では、利用者に分かりやすい動線の整備や１階オープンスペースの活用、建設費や
補助事業の内容、施設使用料の考え方など、様々な質疑や意見が交わされ、最終的な実施設
計（案）を委員会として確認し了承しました。
　また、令和６年第４回定例会では、これまでの調査経過について、宮澤委員長が中間報告
を行いました。
　今後は、複合施設の管理運営等に係る検討が進められていくことから、審議等を適切な時
期に行うため、継続して調査を行っていきます。
　これまでの主な調査・検討経過は以下のとおりです。

外観イメージ


